
令和６年度森林環境譲与税の使途内訳

区分 令和元年度～令和５年度 令和６年度 合計
令和６年度末時点での

活用率

活用額（円） 28,829,000 9,380,000 38,209,000 

譲与額（円） 79,916,000 25,313,000 105,229,000 

うち森林環境譲与税 他の財源

意向調査の準備作業 3,010,894 2,673,702 337,192 

私有林整備 19,404,000 3,881,000 15,523,000 

専門員の雇用 885,687 885,687 0 

新たな組織の設立 853,000 853,000 0 

その他（人材育成等） 58,984 58,984 0 

森林・林業・木材普及活動等 1,027,627 1,027,627 0 

25,240,192 9,380,000 15,860,192 

基金積立 15,933,000 15,933,000 0 

67,020,000 

■活用状況（全体像）

未執行額の活用方針

■令和６年度の具体的な活用状況

事業費（円）

モデル地区における将来的な森林経営管理制度に係る事業の円滑な実施に向け、林相や所有者の調査、
概括的な境界画定等を進めた。

東京都の補助金
※１
を活用し、山地災害の予防や花粉発生源対策の推進を図るため、伐採木の搬出が困

難で未整備となっている人家等に隣接する森林について伐採・整備を実施した。

森林整備事業の経験者1名を雇用し、森林整備事業全般にわたり助言や技術指導を事業者や職員に与え
た。

東京都と本市を含めた6市町村からの負担金により東京都森林経営管理制度協議会を運営するとともに、モデ
ル地区における意向調査を実施した。また、東京都・区・近隣7市町村からの負担金により、多摩地区の森林整

備や多摩産材利用を円滑に進めるための「多摩の森」活性化プロジェクト推進協議会
※２

の運営が行われた。

職員の会議出席等に伴う普通旅費に充当した。

都心部の自治体に対して、森林環境譲与税の使途を提案するパンフレット800部を作成した。また、多摩産材の
認知度や林業に対する関心を向上させる試みとして、市の主催により多摩産材出前授業（市内保育所）や林業
現場見学会を実施した。

合計

　市町村森林経営管理事業による森林整備等に要する経費として基金
※３

に積み立てた。

（注釈）
※１　搬出困難地における森林整備事業補助金：４/５
※２　公式ホームページ：https://tamatoku.com/
※３　あきる野市産業振興基金

■令和６年度末時点での基金積立状況

あきる野市産業振興基金積立金残高（円）

36% 　市町村森林経営管理事業による森林整備等において活用する。

事業区分 事業内容 その他

意向調査実施時の周知用チラシ

森林環境譲与税の使途を提案するパンフレット


